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序章 戦後地域教育計画論の主軸－海後宗臣・矢口新の系譜－               
第１節 研究の目的                                                              
第２節 研究対象の特質                                  
第３節 先行研究の検討                                                         
第４節 本研究が対象とする史料と研究の特色                                    
第５節 各章の構成                                                            
 
第１章  戦後教育改革期における地域教育計画論 
第１節 岡部教育研究室・中央教育研究所と川口プラン                      
第２節 矢口新と三保谷プラン                         
第３節 地域教育計画論とＰＴＡ－三保谷プランとＰＴＡ－                
第４節 小括                               
 
第２章  1950年代の地域教育計画の実践 
第１節 戦後カリキュラム改革と自治活動－茨城県水海道小の実践－      
第２節 地域教育計画と社会科－富山県北加積小の実践－               
第３節 小括                                 
 
第３章  地域教育計画としての富山県総合教育計画の歴史的展開 
第１節 富山県総合教育計画の歴史的意義 
－第１次計画の意義と第２次計画における変容                               
第２節 総合教育計画における学校教育と社会教育の統合－富山県の事例－   
第３節 富山県総合教育計画の変容と教育論の終焉 
－第３次計画(1966）の策定から「七・三体制問題」へ－               
第４節 小括                            
 
終章   継承と再構築－戦後地域教育計画論から新たな地域教育計画論へ－     
第１節 矢口の指導による実践を振り返って－各章で明らかにしたことの意味－     
第２節 矢口の現代的意義－戦後地域教育計画論から新たな地域教育計画論へ  
 







































































とにより、1950 年代の第 1 次計画における成果を正当に評価し、他方で 1960 年代の第 2
次計画の「変容」を指摘しており、従来の地域教育計画論における富山県総合教育計画へ
の評価に、根本的な見直しを迫る論証を行っている。これは、これまで本格的な対象とさ
れてこなかった矢口新という人物に注目し、地域教育計画の指導に当たったその思想と活
動を詳細に調査したことで可能になった成果で、高く評価に値する。 
